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角山 面白いですね。 l ・1そこで先生は講師時代に何をおやりになったのですか。
堀江 外書講読です。学生は，英書ならば， 1年でスミス， 2年でリ刀ード， 3年で
ミルと，きまっていたのです。これらをすべてやりました。ドイツ語ももたされたので





































































































角山 出席者は教授，助教度，大学院芋生 。そう Lますとどれぐらい集まったの
でしょうか。
堀江 だいたい30人から34~5人はおったでしょうね。
山本 それで月 1回，年に今と同じように 1回の大会が 。
堀江 そうです。年1田町大会がありました。大会というのはどういう ζ とかといい
ますと，経済学部を卒業して他の大学，高等学校，高等商業学技等で教壇に立っている



































































堀江 イγ ドは講義としてはやらないですが. ~経済史研究』誌に「イシド経済史概































































てこいということでした。それで 1，000円をもらいました。 1.月分に。 200~300円は







































































































堀江 さあ，わかりません。経関学部が選出したん Cすよ。 bいつは何でも出来ると
いョて選んだんでしょう" (笑〕
その当時進学適正検査というのがあって，進適にある程度の点数をとっていないと本























































































































『京都大学附属図書館報告書~ (1966) という大判のパンフレットを作k 奥田総長に
提示しました。各教授にもお配りしました。今でも図書館にありますね。































































































































タ がその最初です。私の東南アジア研究ヒ γ タ に残した功績と Lましては， Inte 












































































































































































て，先生を中心とした話し合いが つのサロンみたいになる 0 -<1"ロンというのは私は特
に結論があるんじゃなく，自由にお互に思い付きで意見を突換する場であってj そのサ
ロンからアイデアが出てくる。憶えば先生の処へよく若い時に集まって先生を囲んで談
論風発，夜遅くまでやりました。それによって若い時に多くの刺戟を受け，いろいろお
世話になりました。
先生には京大をご退官されまして以後，京都産業大学でいろいろ大きなお仕事をなさ
っておられるわけですが，そのところは今日の座談会からはぶかせていただきました。
そういうわけでこの辺りで終らせていただきたいと思います。先生には長時間ありがと
うござL、ました。
